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○

芸術文化の振興に努めます。

花巻市の強みである宮沢賢治を活かしたまちづくりを推進するため、各課がそれぞれ行っていた宮沢賢治関連
事業を平成24年度から「賢治のまちづくり推進事業」として位置づけ、統一した事業目的のもとに実施するこ
ととした。

賢治のまちづくり推進事業
○ 賢治を学ぶ場づくり 8,189千円
宮沢賢治賞・イーハトーブ賞、賢治セミナー、「賢治の世界」セミナー・ワークショップ、特別展

○ 賢治イベントの開催 32,406千円
宮沢賢治生誕祭全国俳句大会、全国高校生童話大賞、賢治フェスティバル

○ 賢治の香りあふれるまちの整備 240千円
賢治アートストリート事業、イギリス海岸リーフレット

○ 賢治情報の発信 2,123千円
賢治カレンダー

賢治のまちづくり推進事業費

担当課長

事業手法の詳細１

○ 賢治のまちづくり推進事業 42,958千円

① 賢治を学ぶ場づくり 8,189千円
（1）宮沢賢治賞・イーハトーブ賞（賢治まちづくり課） 3,829千円

令和3年11月21日贈呈式

（2）賢治セミナー（生涯学習課） 95千円
市民講座「はなまき賢治セミナー」を6回開催

（3）「賢治の世界」セミナー（宮沢賢治記念館） 560千円
各学校等に出向いて賢治作品の出前講座を18回開催

（4）「賢治の世界」ワークショップ（宮沢賢治記念館） 81千円
賢治作品に関わる「ゆかりの地探訪」等のワークショップを3回開催

（5）特別展（宮沢賢治記念館） 3,624千円
「童話 なめとこ山の熊」、「賢治の祈り～羅須地人協会～」、「賢治の祈り～雨ニモマケズ～」、
「賢治の祈り～農民芸術～」 計4回開催

② 賢治イベントの開催 32,406千円
（1）宮沢賢治生誕祭全国俳句大会（賢治まちづくり課） 350千円

令和3年8月

（2）全国高校生童話大賞（賢治まちづくり課） 2,000千円
令和3年12月11日表彰式

（3）賢治フェスティバル（賢治まちづくり課） 30,056千円
童話村の森ライトアップ 7月～10月

③ 賢治の香りあふれるまちの整備 240千円
（1）賢治アートストリート事業（賢治まちづくり課） 86千円

賢治をテーマとした絵画等の作品を児童・生徒、一般から募集し、新花巻駅から
宮沢賢治記念館までの沿道や、宮沢賢治童話村賢治の学校に展示

（2）イギリス海岸リーフレット作成（賢治まちづくり課） 154千円
不足に応じて随時作成

④ 賢治情報の発信 2,123千円
（1）賢治カレンダー作成（賢治まちづくり課） 2,123千円

秋冬号 15,000部、春夏号 16,000部

18450000 生涯学習部 賢治まち 鈴森 早織

意見・要望等の状況
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○

芸術文化の振興

市内文化施設の利用促進を図るため平成22年度から、各施設特別展の開催期間を合わせた共同企画展を開催し
ている。

○共同企画展 2,192千円
令和3年12月11日から令和4年1月23に開催
企画展開催館3館

（萬鉄五郎記念美術館、花巻新渡戸記念館、博物館）
総合文化財センター、高村光太郎記念館は今年度は実施しなかった。
市内先人顕彰施設にて花巻ゆかりの先人について同時期に企画展を行う。

○先人顕彰ギャラリー展 28千円
市立図書館4館及び文化会館を会場に開催。
功績を残しながらも埋もれている花巻の先人を広く市民へ紹介する。

先人顕彰推進事業費

担当課長

事業手法の詳細１

○先人顕彰推進事業費 決算額 2,220千円

①共同企画展 2,192千円
[内容] 市内先人顕彰施設による、花巻ゆかりの先人について同時期に企画展を行う。
期 間：令和3年12月11日から令和4年1月23日
テーマ：花巻ゆかりの先人
開催館：萬鉄五郎記念美術館「小瀬川了平」 1,111千円

花巻新渡戸記念館 「新渡戸傳」 201千円
博物館 「多田等観」 574千円
共通経費 「チラシ、消耗品」 306千円

②先人顕彰ギャラリー展 28千円
花巻の先人であり功績を残しながらも埋もれている先人を、広く市民に紹介する。
市立図書館4館及び文化会館にて展示

18100000 生涯学習部 生涯学習 佐々木正晴
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○

芸術文化の振興

宮沢賢治学会は、「賢治宇宙・賢治精神の探求の最先端となる場」「単に研究者ばかりでなく、賢治の人と
作品に関心のあるすべての人が自由に平等に交流でき、利用できる開かれた広場」にしたいという願いを込め
て、平成２年に「ふるさと創生事業」として設立した。

○宮沢賢治学会イーハトーブセンター事業補助 9,732千円
・宮沢賢治に関する資料・情報の収集及び提供
・定期大会、研究発表会等の開催
・研修会・講座等の開催
・会員間の情報交流、研究活動への協力
・宮沢賢治賞・イーハトーブ賞の選考、学会功労賞の選考・決定
○企画展の開催（宮沢賢治学会イーハトーブセンター委託） 1,100千円
・応募企画展等

宮沢賢治普及・啓発事業費

担当課長

事業手法の詳細１

○宮沢賢治普及・啓発事業費 10,832千円（前年度比 4,879千円）

１ 宮沢賢治学会イーハトーブセンター事業補助金
「補助金算定内訳（学会決算額より算定）」 9,732千円（前年度比 4,684千円）

学会運営経費（予備費を除く。）－（会費＋事業収入＋寄付金＋雑収入＋委託料）＝補助金
15,020 －（ 3,620 ＋ 44 ＋ 500 ＋ 24 ＋ 1,100 ）＝ 9,732千円

【参考】学会運営経費詳細（R3学会決算額）
総会費 総会の開催等 691千円
理事会費 会議開催費 619千円
委員会費 会議開催費 105千円
事務費 1,089千円
事務局人件費 3,944千円
研究費 研究活動費等 710千円
普及費 企画展、セミナー開催費等 2,073千円
機関誌発行費 機関誌・会報印刷、通信費等 4,334千円
ホームページ運営費 675千円
資料費 図書資料購入費 19千円
賞選考費 761千円
予備費 0千円

合 計 15,020千円

【参考】学会運営経費のうち、事務局人件費の推移
H30 3,653千円 （うち給与3,110千円、共済費543千円）
R1 3,841千円 （うち給与3,256千円、共済費585千円）
R2 3,920千円 （うち給与3,286千円、共済費634千円）
R3 3,944千円 （うち給与3,310千円、共済費634千円）

２ 企画展開催委託費 1,100千円（前年度比 195千円）
通常、応募企画展

18600000 生涯学習部 賢治イーハ 鈴森 早織

意見・要望等の状況

市議会において、芸術文化施設は資料の展示・保存・収集や調査・研究の機能を有する社会教育施設であり
、展示内容の客観性を維持する観点からも市の直営が望ましいと答弁している。
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○

芸術文化の振興

江戸時代以降、花巻の地域開発に大きな足跡を残し、国際人・新渡戸稲造を生んだ新渡戸一族と同家とゆかり
のある先人たちを顕彰・紹介するため、平成３年10月、新渡戸家ゆかりの地に開館した。

○特別展の開催 1,194千円
・常設展とは別に、年間を通して３回の特別展を計画したが、新型コロナウィルス感染拡大の影響で、

１回中止となり、開催は２回となった。

○新渡戸教室開催等の教育普及事業 65千円
・児童生徒から一般まで、幅広い年代を対象とした講座を開催した。

○開館30周年記念事業 62千円
・新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、録画映像による記念講演を開催した。

新渡戸記念館企画展示事業費

担当課長

事業手法の詳細１

○新渡戸記念館企画展示事業費 1,321千円（前年比+92千円）
◆事業の概要
①特別展を年2回開催（春・冬） （秋の計画は新型コロナウィルス感染拡大の影響で中止）
②イベント関係（特別講演・開館記念行事）
③教育普及事業（新渡戸教室・出前講座・移動研修）

◆令和３年度の主な事業
１特別展 1,194千円（前年度比＋38千円）
特別展Ⅰ 「新渡戸の言葉の色紙展」 6/1～11/30

（10/10までの予定だったが8/14～9/24の臨時休館により会期延長）
新渡戸稲造の言葉を教えた中学校長（及川巌 没後20年）が揮毫した色紙を紹介。

特別展Ⅱ 「書画展」 10/23～11/23 ※計画したが中止
当館に収蔵されている軸や屏風の紹介。

特別展Ⅲ 「収蔵資料展～雛人形展～」 2/11～4/3
新渡戸家や市内旧家に伝わるひな人形や花巻人形等を紹介

２新渡戸教室（教育普及事業） 65千円（前年度比-8千円）
①市内の学校以外にも近隣の市外の学校にもＰＲし来館を促すとともに、出前講座を開催した。
②市内外の公民館に働きかけ、高齢者学級や婦人学級に活用していただくようにした。
③一般の市民を対象にした「新渡戸教室」を開催した。
④参加者を公募し、新渡戸家ゆかりの地を訪ねる移動研修を開催した。
○目的
・稲造を始めとする新渡戸家の業績を広く市民に知らしめるとともに、
改めて館の存在を周知させるため。

○内容
①花巻と新渡戸氏 ②新渡戸稲造の生涯

○講座の実績
矢沢中学校、盛岡中央高校付属中学校、花北振興センター、市内新入社員セミナー 等

○移動研修
令和3年12月7日 奥州市の後藤新平記念館、斎藤實記念館を見学。17名参加。

３開館30周年記念事業 62千円（前年度比皆増）【新規】
新渡戸稲造とゆかりのある講師による講演会を新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、
録画映像により開催した。
日時：令和3年10月16日（土）午後1時30分～3時00分
演題：「新渡戸稲造と津田梅子」
講師：津田塾大学 学長 高橋裕子 氏
参集人数 36人

18350000 生涯学習部 新渡戸記念 佐々木 正晴

意見・要望等の状況
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事業開始の背景・経緯
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事業説明資料

○

芸術文化の振興を図る。

江戸時代以降、花巻の地域開発に大きな足跡を残し、国際人・新渡戸稲造を生んだ新渡戸一族と同家とゆかり
のある先人たちを顕彰・紹介するため、平成３年10月、新渡戸家ゆかりの地に開館した。

高圧受変電設備（屋外型キュービクル）更新 2,409千円

新渡戸記念館整備事業費

担当課長

事業手法の詳細１

○新渡戸記念館整備事業費 2,409千円（前年度比-36,003千円）

高圧受変電設備（屋外型キュービクル）更新

18350000 生涯学習部 新渡戸記念 佐々木 正晴

意見・要望等の状況
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源
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訳
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当該年度
決算額
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現計予算額

決算額
前年比

2,409 -36,003
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00
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○

芸術文化の振興

彫刻家であり詩人でもある高村光太郎は、あらゆる芸術家たちとの交流をもちながら、自らの才能を開花させ
ていった著名な文化人である。その業績を知りたいという要望は県内外から多く寄せられている。企画展示に
より、より光太郎の偉業を多面的に深く知ることができる。

○高村光太郎に関する企画展 1回 550千円
企画展「光太郎の三陸廻り」
期間令和3年7月16日～令和3年9月30日

○高村光太郎記念館講座と企画展示 1回 329千円

高村光太郎記念館企画展示事業費

担当課長

事業手法の詳細１

○高村光太郎企画展示事業費 879千円（前年度比±0千円）
旧歴史民俗資料館（S57建築）を高村光太郎記念館とし、公設民営として高村光太郎生誕130周年の年
である平成25年度に開館、平成27年4月28日展示リニューアルオープンした。

①高村光太郎に関する企画展 1回 550千円（前年度比+22千円）
・光太郎の三陸廻り 令和３年７月１６日～９月３０日

②高村光太郎記念館講座と企画展 1回 329千円（前年度比△22千円）
・講座「光雲と東雲の彫刻とその系譜」（期間限定WEB配信）
・企画展「第二弾・光雲の鈿女命-受け継がれた「形」-」令和４年２月２３日～５月１５日

18100000 生涯学習部 生涯学習 佐々木正晴

意見・要望等の状況

事業費

国費

財
源
内
訳

01 10 05 11 104640 高村光太郎記念館企画展示事業費

当該年度
決算額

次年度
現計予算額

決算額
前年比

879 312

00

00

00

00

312879


